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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月25日(2014.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）及び（Ｂ）：
（Ａ）スフィンゴミエリン　０．１５～７質量％、
（Ｂ）ホスファチジルイノシトール又はその塩、
を含有し、且つ固形状サプリメント中の（Ａ）スフィンゴミエリンの含有量に対する（Ｂ
）ホスファチジルイノシトール又はその塩のホスファチジルイノシトール換算量の質量比
［（Ｂ）／（Ａ）］が０．０５～３である固形状サプリメント（但し、アスコルビン酸１
８０ｍｇ、クエン酸５０ｍｇ、アスパルテーム１２ｍｇ、ステアリン酸マグネシウム２４
ｍｇ、結晶セルロース１２０ｍｇ、乳糖２７４ｍｇ、および脂肪球皮膜成分（メグレ社製
　ＢＳＣＰ：蛋白質４９％，脂質３９％，スフィンゴミエリン３．７％，グルコシルセラ
ミド２．４％，ガングリオシド０．４％）４４０ｍｇからなる処方で、日本薬局方（製剤
総則「錠剤」）に準じて製造した錠剤を除く）。
【請求項２】
　更に（Ｃ）賦形剤を含有する、請求項１記載の固形状サプリメント。
【請求項３】
　（Ｃ）賦形剤が、糖アルコールを含有する、請求項２記載の固形状サプリメント
【請求項４】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）スフィンゴミエリン　０．１５～７質量％、
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（Ｂ）ホスファチジルイノシトール又はその塩、
（Ｃ）賦形剤
を含有し、且つ固形状サプリメント中の（Ａ）スフィンゴミエリンの含有量に対する（Ｂ
）ホスファチジルイノシトール又はその塩のホスファチジルイノシトール換算量の質量比
［（Ｂ）／（Ａ）］が０．０５～３であり、（Ｃ）賦形剤が糖アルコールを含有する固形
状サプリメント。
【請求項５】
　固形状サプリメント中の（Ｂ）ホスファチジルイノシトール又はその塩のホスファチジ
ルイノシトール換算量が０．０２～１０質量％である請求項１～４のいずれか１項記載の
固形状サプリメント。
【請求項６】
　（Ａ）スフィンゴミエリンが、スフィンゴミエリンを構成する全脂肪酸中のパルミチン
酸の割合が５０質量％以下のものである、請求項１～５のいずれか１項記載の固形状サプ
リメント。
【請求項７】
　固形状サプリメント中の（Ｃ）賦形剤の含有量が２５～９９．８質量％である、請求項
２～６のいずれか１項記載の固形状サプリメント。
【請求項８】
　（Ｃ）賦形剤が、マルチトール、エリスリトール及びキシリトールから選ばれる１種又
は２種以上を含有する、請求項３～７のいずれか１項記載の固形状サプリメント。
【請求項９】
　（Ｃ）賦形剤中のマルチトール、エリスリトール及びキシリトールから選ばれる１種又
は２種以上の含有量が３～７５質量％である、請求項８記載の固形状サプリメント。
【請求項１０】
　サプリメントが錠剤であって、１錠当たりの重量が０．１～２ｇである請求項１～９の
いずれか１項記載の固形状サプリメント。
【請求項１１】
　チュアブル錠又はトローチ剤である請求項１～１０のいずれか１項記載の固形状サプリ
メント。
【請求項１２】
　錠剤硬度が３０Ｎ～１４０Ｎである、請求項１０又は１１記載の固形状サプリメント。
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